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上座佛教徒たちは，その歴史の初期の数世紀に，自らの三蔵(Tipitaka)に

ついて重要な増広に乗り出した。というのは，幾つかの独立したパーリ語作品

一特にMilindapaiIha2),Nettipakarana3),Patisambhidamagga4),さらにまた

多量のジャータカ集一も小部(Khuddakanikaya)5)として知られる広範囲な聖

典集録にこれを含めることによって，それらを聖典としての地位に持ち上げた

のである。この習わしは，ブツダゴーサ（およそAD.425年）のはるか前，古

代シンハリー語による註釈(Atthakatha)が書き下ろされる頃に，ようやく終

結したと思われる。その後に作られたあらゆるパーリ語作品は聖典と見なされ

ることはなかった。しかし，承認された教義および権威ある伝統にそれらが忠

実であることから，“準聖典(semicanonical)"とも呼ばれるべきある種の権威

が特に与えられたのである。このような地位を持つ作品は，三蔵原典の註釈，

ブッダゴーサのVisuddhimagga6)の如き哲学的聖典釈義，さらにMah5vamsa7)

やJinakalama1r8)のような歴史年代記が含まれた。どのような新しい経典もま

た戒律規則も，固定された原典に加えることは許されなかった。また，後のア

ビダルマ論耆，例えばAbhidhammatthasangaha9)は，聖典には見出せない論

（知覚過程の理論即ちvTthi=道筋）を含んでいたかも知れないが，それでもな

お，その正統性の主張は，聖典の先例に忠実であることに基づいていた。この

同じルールは非常な細心さをもって，後の膨大なパーリ物語文学，例えば

Dhammapadatthakatha'0)の如き，またSIhalavatthu'')のようなあまり知られて

いない集成，あるいはずっと後のDasabodhisattuppattikathZ'2)なと・にも適用

された。このような物語の語り手はその聴衆と共々に，これらの文学集成に含
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まれているほとんどの物語は聖典自体ではないことを弁えていたことであろう

が，しかしその物語の源泉となっている大部分の素材は尽きせぬ三蔵の貯蔵庫

から採られていたことについては一般に広く知られていたのである。

自らが生まれ育った土地固有の文化の中から新しい要素を引き出し，古い聖

典の物語に潤色を施そうとする仏教徒語り部達の傾向があるとしても,12世紀

から13世紀にかけてタイ北部，今日のチェンマイ市周縁に位置した敬戻な佛教

僧集団の中で発展した大衆語り文学生成の母体が，結局，東南アジアの仏教徒

たちであったということは，少なからざる驚きである。フランスの学者L

Feerが，パンニヤーサ・ジヤータカ(Pa面面saJ3taka<チェンマイ50話／以降PJ

と略記>）と題されるパーリ語・語り物語の集成に最初の注意を喚起してから，

およそ100年が経つ。彼はこれらが，彼が命名した“格外聖典(extra-

canonical)ジャータカ"'3)の一集成であるとしている。彼によれば，これらの

物語には少なくとも3種のパーリ伝承本があり，一つはビルマに，もう一つは

カンボジア，他の一つはシャム（タイ）／ラオスに存在する。1917年,L.

Finotは，この集成に含まれる物語の題名索引を作成し(1917:44-50),各々

の伝承本が50話のみをそれぞれ含むにもかかわらず，これらのすべての物語は

同一ではなく，事実は,PJ集成に含むと考えられるおよそ100の独立した物

語であることを発見したのである。さらに彼は，題名が同一であっても，殆ん

どすべての場合，物語は異なっており，かくしてそのことはかつての一つの核

物語が，後にさまざまな増広や削除を経て，いろいろな地方版となったことを

示しているとしている。

これらのPJがビルマやシャムの年代誌においてさえも格外聖典とされてい

たことは,16世紀王朝年代誌Jinakalamaliおよび19世紀聖職者年代誌

S3sanavamsal4)の両者が，これらになれ親しむことがなかったとは想像し難い

にもかかわらず，共にこの作品に言及していない事実からも明らかである。こ

の書物の如何なる公的禁止の事実も見当たらないが，口承によれば，マンダレ

イのミンドン王(KingMyndonoIMandalay)rl853-1878)|5)がこれを承認しなか

ったと伝えられている(Jainil966:553-4,nl0;1981-3:voL1,p.V.)｡このよう
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な王家の否認が，明らかに多くの僧院においてこの書物の処分を促し，結局ビ

ルマ各地には殆んど写本が残らなくなってしまったのである。見たところ，こ

れら集成はシャムやカンボジアの王宮ではこのように嫌われたわけではなく，

PJ伝承本たる多量の貝葉写本が，なおもバンコック博物館やヴェトナム戦争

前のプノンペンの僧院に存在したのである。実際のところ，この作品のタイ語

訳簡約版がダムロン親王(PrinceDamrong)16)によって制作された事実(1926)17)

からも,PJへの王室の後援がほのめかされている。戦前のカンボジア政府も

また，これらの集成に好意をもって臨み，カンボジア校訂本50話のうちから25

話が,1953年を始まりに佛教協会(InstitutBouddhique)から出版されている'8)。

唯，ビルマではこれらの作品は殆んど失われてしまったようである。そうでは

あるものの，ビルマ伝承本の刊本が,1911年HanthawddyPress社によって出

版された。しかし，その編者や写本の由来については何の情報も与えられてい

ない。まずいことに，これら刊本の大部分は，第二次大戦中に原写本とともに

焼失し，テキストは再び世に埋もれてしまったのである。そうこうするうちに，

スリランカおよびビルマに起源する既知のパーリ語文献のほとんどすべてがロ

ンドンのパーリ・テキスト協会(PaliTextSociety)の後援の元に出版された。

しかし，これら格外聖典のジャータカ写本は東南アジアの僧院図書館以外では

見聞できないことから，結局，西洋のパーリ聖典学界には知られずに残ること

となった。今日，これらに再び光を与えた功績は,G.Terral夫人に帰せられ

る。夫人は,1956年Samuddaghosa_jataka'9)と題する一つの物語を取り上げ，

フランス語訳を添えて，ビルマおよびタイ校訂本両者からのパーリ・テキスト

を出版した(Terral,1956:249-351)。夫人の翻訳および文法註釈は，学界に

テーラワーダ聖典およびその註釈書に存在しない美しい愛の物語を紹介するこ

ととなった。夫人の仕事は，私に東南アジアのPJ写本を探し求めることを促

し,1961年にパガン近郊の僧院にあった当該ビルマ校訂本のたった一つの写本

の写真版を手にすることを得たのである。この作品の中にある一つの物語

Sudhanukumara-jataka(PJNQ11)20)の批判的分析によって,Sudhanu菩薩と

その美しい王妃Manohar豆との愛の物語は，ちょうどMahavasutu2')の
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Kinnarl-jatakaおよびDivyavadana22)のSudhanavadanaのように，非テーラ

ワーダ起源によっていることが判明したのである。しかし，この物語は単にこ

れら二つの源泉からの逐語的引き写しではなく，ビルマおよびタイに共通する

Manora23)と呼ばれる劇場演劇になおも生き続ける，地域自生文化から導き出

された多くの民族的要素を加え含んでいたのである。この発見は，これら物語

の完全蒐集が，テーラワーダ宗教が地元の異教的伝統と互いに影響しあった東

南アジア文化を研究するにあたって，非常に重要であることを示すものである。

このパーリ語物語中の幾つかの挿話は,DivyaVadanaの根本説一切有部

(Mnla-SarvastivEIda)伝承本2‘!)からの場面を絵描いたボロヴドゥール浮彫りの

幾つかを解釈する上で参考となるものであった。そのあらゆる意図および目的

から見て，この物語は‘‘疑経ジャータカ(ApocryphalJataka)"と呼ぶことがで

きる。その素材はパーリ聖典ジャータカ集(PaliJ5takabook),すなわち

J3takatthavannan5(Fausbo11,1896)25)自体から引き出されたものではないにし

ても，当該文学ジャンルで用いられる標準形式へのその注意深い忠実さは，こ

れをジャータカ文学の一つに含めることを正当化するのである。

PJに含まれているこの疑経のジャータカは，パーリ三蔵の聖典ジャータカ

の形式や内容に従っている。文字通りの「出生の物語」であるJatakaは，通

常の道徳的な意'床を付け力|'えた民話を超えるものである。それはむしろ，シッ

ダルタ・ゴータマの物語であり，彼自身によって語られ，彼の幾重もの過去の

生存の物語一動物としてであれ，あるいは人間としてであれ－（まさに）

そのとき，仏陀となるべき存在(bodhisatta)として，なくてはならない徳，

なかんずく布施(dana),忍辱(khanti),智慧(pama)の完成(paramr)に至る

までを修行した物語なのである。現世で起こったある出来事が，彼の前世にお

ける一つで起こったことなのだとして仏陀に物語を語る機縁(nidana)を与え

るのであり，この過去の物語(atItavatthu)がジヤータカの本体を榊成するの

である。その物語は過去の主要人物と現在知られている人々との連結

(sammodhana)で完結している。疑経のジャータカはこれらの3つの主な物語

の階層を厳密に保持している。即ち因縁，過去の事，そして連結とである。
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現存の形式をとっているジャータカは，語りの散文と韻文(gath5)から成り

立っている26)。テーラワーダの伝統によれば，ジャータカ聖典は韻文からのみ

成り立っており，散文は後の時代に付け加えられた「註釈」(atthakatha)と考

えられている27)。物語の現在の背景，即ち因縁(nidana)は，それ故にいつも

このジャータカ固有の韻文の第一行からの引用から始まっている。そしてどこ

で，いつ，どんな背景でその韻文を仏陀が語られたのかとの問いへと続いてい

るのである。疑経のジャータカもこの様式に忠実に従っている。

主題（テーマ）の上でも同様に，疑経ジャータカは，聖典を模範としており，

菩薩が修める波羅蜜(paramita)の数々を真似ている。この点で，ジャータカ

本の中で最も大部で，また最も痛切な物語の一つであるVessantara-jataka

(Fausboll,1896,VoL6:479-596)は,Pa而豆sa-jatakaの多数のジヤータカにと

り，インスピレーションの主要な源泉であったように思われる。ゴータマが，

菩薩Vessantaraとしてその転生の中で達成した布施の常人を超える完全さは，

東南アジア諸国の仏教徒に，深くそして永続する影響を及ぼしたのである。そ

の集成に見られる物語の半数以上は，この最高の布施に関する主題のバリエー

ションである。これらの物語の要点は，自らの妻や子供を施捨すること，この

ような出来事に付きまとう悲哀，菩薩の決意を試すために現れる神々の王・帝

釈の出現その後の王家の家族の再会である。このような菩薩の布施を例証す

る物語は沢山ある：私たちのヒーローは，彼の財産やその妻を惜しげなく施捨

すること(Arindama-jgitaka28)のごとく）に決して満ち足りることなく，さらには

自分自身の身体を切り刻むこと（例えば,PJNos17,18,29)に甘んじてのち，

帝釈によって命を復活するのである。少しばかり異なったモチーフー即ち，

自らの命を犠牲にして僧侶を迫害から救い出す(PJNos2,31)－を持ち込

んだ若干の物語を例外とすれば，これらのタイプのジャータカは，実質上，僧

侶へ衣(kathinadana)やその他の必需品(parikkharad5na)を供養することの賞

賛以外に，どのような企みも保持していない（例えば,PJNos.7,12,15,18)。

PJはまた，たくさんのラブ・ス1，－リーを含んでおり，ヒーローとヒロイ

ンは難破のような災難のために別れ別れとなり，東南アジア土着の神・マニ
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メーカラー(Manimekhala)29)女神によって再会を果たすのである。妻を捜すた

めに担う苦渋の中でヒーローの菩薩の勇敢さを顕示することに加えて，これら

の物語はまた，この別離を齋した過去の行為の業の結果を強調することにも役

立っている。これら過去の行為の物語は，聖典の物語に跡付けることは出来ず，

東南アジア社会独特のモチーフである。いくつかの難破の物語では，むかし夫

婦が乞食中の見習僧(samanera)の壊れそうなボートを揺らし転覆させてしま

う；この悪行が彼らを同じような災難に苦しませることになると，私たちは聞

かされるのである。このような半島におけるモチーフは，インド本土に起源を

持つ聖典ジャータカの物語には決して見出されなかったものであろう。

これらにはまた，ジャータカ本には見られない特色を持つ動物たちを組み込

んだいくつかの珍しい物語もある。それらは，たとえばSetamEsikaと呼ばれ

る白ねずみの物語だったり,Bahal5gav豆という正直な雌牛の物語だったりす

る。前者の物語は聖典のSasa-j3taka30)(JatakaNo316)に似ていて，後者は

Suvannamiga-jataka3')(JatakaNQ359)とよく比較されるが，両者とも新要素

を導入している。彼らの徳を試すために彼らの前に降臨した神の王である帝釈

天は，彼らを肉体ごと天へ運び，後に地上に帰している。テーラワーダ三蔵で

は，仏陀の甥のナンダが仏陀に伴われて愛欲の楽しみの無益さを教わるために

天に行く，というような物語にでくわす。しかしこの聖典では，ただ人間だけ

が天を訪れる術を知らされている。動物たちが同様にして連れて行かれるとい

う事例はない。しかしながら，私たちの物語は，動物たちもこのような超自然

的な能力を持っているという，東南アジア独特の考えをほのめかしているよう

である。

自分の肉体そのままで天へ昇る能力を強調している同様のモチーフは，別の

物語であるSirasakumara-jataka32)(PJNQ38)で機能しているように思われ

る。これは幼い菩薩に関する異常な物語である。彼の特異な生まれ方が，彼と

その母親両者を王国から追放させてしまう。一言も発することなく，彼は数々

の奇跡を引き起こし，そして早々と亡くなり，そのとき二人の乙女によって肉

体は天へと引き上げられる。菩薩があまりに早<に亡くなること自体特別な出
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来事であるが，彼の肉体が天に上ったことはもっと独特である。この物語は，

多分誤って罰せられ，その故に菩薩として神格化された赤ん坊に関する東南ア

ジアの民話にその起源をもつものであろう。ビルマのナシ神伝説33)によっても

十分裏書きされる様に，これは，精霊へと変化した男女の物語の敷桁でもあり

えよう。(Shorto,1963:572-91)Spiro,1967:40-63,91-142)。

それらの性格そのものから見て，到底正当なジャータカに含まれ得ない物語

も少しはある。それらは仏像の供養とその神聖化に関係する。これらの物語の

主要なものがVattanguliraja-j3taka34)(PJNQ37)である。かつて仏像の壊れ

た指を修理した菩薩が王に転生し，自分の指を曲げるだけで百の敵王を征服す

ることが出来たという物語である。この物語は，歴史上重要なものである。な

ぜならば，最初の仏像がコーサラ国パセーナディ王によって，大師（仏陀）自

身の存命中に作られ，この白檀の像は教団の体制を維持するために仏陀自身に

よって指示されたものであるという中国の求法僧法顕と玄葵の記録を裏付ける

パーリ文学の唯一の資料であるからである35)。

最近発見されたKosalavimbavannan3(Gombrichl978:281-303)という26韻

文の短いPaliテキストもこの出来事の説明をする。しかしながら，それは

Vattangulirnja-jatakaの年代をかなり遅らせることになる。このジャータカは

より長いばかりでなく（203韻文)，スリランカの作品に見られない仏像を神聖

化すること(consecration)に関して目に見えるような詳細さをも与えている。

そのジャータカによれば，ゴータマ仏陀が近づくにしたがい，仏像は命を得，

仏像が自ら立ち上がるという場面が，開眼式(consecrationceremony)より先立

って存在している。仏像がそのように命を持つことになるというそれ自体が斬

新な考え方であり，この物語においては仏陀自身の威厳を通して起こったこと

として説明されている。しかしながら,Viriyapanjita-jataka(PJNo25)とい

うPJに含まれたもう一つの物語には，新しく神聖化された仏像はその守護霊

(buddhabimbarakkhadevata:仏像を守る神々 ）に想依されており，そして，それ

は仏像を通して菩薩に話しかけるのである。ところが，仏像を守るという任務

が託されている守護霊への信仰は仏教集団においては決して一般的ではないに
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もかかわらず，そのような仏像への囑依は甚だ特異であり，かつ東南アジア仏

教に吸収されてきたシャーマニズム的な実践にその起源を負っている。

PJのジャータカが疑経であることを証明してしまういくつかの顕著な物語

の諸要素もあるが，それにもかかわらずパーリ仏教文献に重大な貢献をしてい

る。このことは，特にPadrpadana-jatakaという物語に関してそうである。そ

れは，ゴータマが女性であってDIpankara仏から「未来に仏になること」の

授記(byakarana)を受けていなかった時のことを語るものである。ゴータマが

苦行者(tapasa)SumedhaとしてD丁pankara仏と出会うその輪廻より以前の

ゴータマの人生を示すパーリテキストは，後代のJinakalamalrを唯一の例外

として，他には存在しない。男子の性(lingasampatti)が与えられていること

は，仏たるものになるという授記のための八つの必要条件の一つである

(Fausbgll,voll:14)｡しかし聖典のパーリテキストはその必要条件を育て上

げてきたであろうSumedhaの来歴について何も述べていない。ジャータカ集

の序文であるNidanakath目は古い註釈の伝承についてそれとなく言及してい

る(ibid:43)。すなわちDTpankara仏は現在劫(kalpa)36)の最初の仏陀ではな

く，さらに3人の仏陀たち，すなわちTanhaIikara,Medhankara,そして

Saranankaraによって先立たれていると。

ゴータマの生涯に関するジャータカの記述において，彼らの名前が言及され

ていないということは，彼がそれら（三仏）から授記を受けていなかったから

であると更に付け加えている。Nidanakathョはゴータマの話を現在劫の

DTpalikaraで始めている。その彼からゴータマは最終的にまさに授記を受けた

のであった。したがって,Padlpadana-jatakaは，ゴータマの前生に関する我

われの知識にあるこのギャップを埋めるための試みをしている。すなわち，未

来の仏陀がまだ普通の在家女性であった折，菩薩道を始めるための重大な|璋害

であった女性としての再生から，灯明を捧げること(pradrpadana)によって，

如何に永遠に解放されることができたかを示しているのである。その捧げもの

を通して，その女性は兜率天に生まれ変わった。そこでは，寿命が測り知れな

いほど長く，そのことがこのエオン(eOn)37)における最初の三人の仏陀の全て
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の時期に，ゴータマがいなかったことを明かに説明している。いずれにしても，

経典の記述の精ﾈ':|'を冒漬することなく,Nidanakath訂に改良を加えることがで

きたということは，この物語の作者として功續甚だしいものがある。

Sumedhaとしての転生より以前のゴータマのことを述べるいかなるPaliテキ

ストも存在しないとはいえ，大衆部(Mahasamghika)38)の伝承39)と考えられる

「増一阿含経(Ekottaragama)｣40)の漢訳において,DIpa]ikaraより以前の仏陀

に彼を結びつけているある物語を我われは見出すことができる。そこでは，

ゴータマ(Gautama)はMun丁王女と呼ばれ，仏陀はRatnakaraと名づけられ

ていて，そしてその仏陀の従者は未来にDTpankara仏になるという授記を受

けていた名の不明な上位の僧侶であった。その仏陀は彼女に，この上位の僧侶

は後に彼女の善知識(kalyanamitra)として役立ち，未来に仏(Buddhahood)に

なるという授記を彼女に与えるであろうと告げる。これら二つの物語間の強い

類似点は,Padlpadana-jatakaの作者が，自身のジャータカ物語の創作にあた

って，「増一阿含経」のサンスクリット伝承本を参考にしたということを示し

ているように思える(Jainl,1989)。

これまで,PJのビルマ伝承本のみが校訂されている。シャムとカンボジア

の伝承本もその一部分のみが出版されたところである。これらのテキスト全体

の校訂は，東南アジアにおけるこれら地域での仏教伝承についての知識を更に

高めることは確実である。ところで,PJに含まれる物語の累積とは独立して．

ほぼ同時期に，同じくチェンマイ地方に起源をもつパーリ語で書かれているも

う一つの主要な疑経的な説話の作品がある。この作品は,Mahapurisa-jataka

とか，もっと日常的にはLokaneyya-pakarana(処世のための書；以後LPと呼

ぶ）といった2つの題名で知られている(Jaini,1986)。それは，もう一つの疑

経ジヤータカ集であると同時に，また世俗の知恵を扱う文学作品(pakara'la)

でもある。

我われの知っている限りでは，バンコク国立博物館にこの物語のただ一つの

写本があるだけである。このテキストのタイ語訳の断簡も，同じ博物館で見出

すことができたが，この物語はスリランカや東南アジアの仏教教団においては

32



全く知られないままである。

主として散文で書かれているが,LPは550の韻文を含んでおり，そのうち

141はnrti韻文であると判定され，それらの大半は，サンスクリットに対応す

るものに行き着きうる。その二つのタイトルが示唆するように,LPはジヤー

タカの形式をとったnltiテキストで，パーリとサンスクリットの仏教文学の

歴史におけるユニークな編蟇である。

PJの物語は〔そのひとつひとつが〕独立して，別個のものであるのに対･し

て,LPはそうではなくて，首尾一貫した話の筋を作り出している。こちらの

方では,Mahaummagga-jataka(JatakaNo.546)4')及びKurudhamma-jataka

(JatakaNo276)42)という2つの聖典ジヤータカの主旨を，殆どが原サンスク

リット韻文のパーリ訳である130以上のnlti韻文と結び合わせることによって，

その匿名の作者が完成したものである。LPの作者は,Mahaummagga-jataka

を用いることによって，この物語の主人公であるDhanaiijaya菩薩43)の世俗的

な事柄における卓越性の樹立を可能にしたのである。即ち，菩薩をして，王室

付きの僧侶や宮廷の相談役，そして敵の王というすぐれた対抗者に，世俗問題

での問答にも首尾よく成功せしめたのである。このことは，流布しているnrti

韻文の利用可能な蓄えをそのテキストに組み入れるすばらしい機会を与えた。

それらの〔韻文の〕大半は賢人Canakyaの収集に由来すると言われており，

世俗的知識の要諦であると考えられていた(Stembach,1969)。それらの韻文の

大部分は，ずっと以前にサンスクリット語からパーリ語へと訳されていたもの

であり，その後にLokanrti,Dhammanlti,Maharahanrti,そしてRzjanrtiと

いった，現存の形に編蟇されたのである(BechertandBraun,1981)。それゆえ

に，いずれの仏教徒の著者にも，十分に利用出来るようになっていたのである。

世俗的な事柄においての菩薩の優越性をこのように確立して後，著者は最後の

数章で，王と王宮の役人達の義務について法を制定するDhanahjayaの能力の

考察へと筆を進める。そこでは著者は，信心深い王宮の人々が五つの仏教徒の

在家戒(paficasrla=五戒）を良心的に実践していることを述べたKuru-

dhamma-jatakaを引用している。
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宮廷官たちの義務を詳述するために,RajanItiといった政治に関するこのよ

うなテキストに助けを求めることなく,LPは一部を自らの創作上の天分に，

また一部をもはや現存しないほかの文献によっている。このように,LPはこ

れら両方のジャータカと，広く知られるn丁ti韻文を見事に統合し，王室と世

間双方に通用し得る世俗的な知恵に満ちた物語を提供した。その編纂は，

pakarana(案内書）という表題に適ってはいるが，またジャータカとしても受

け入れられることが出来る。何故なら，先に示したPJの場合と|司様に，その

物語は古典的なジャータカの形式に従っており，菩薩の智慧の完成

(pa面面p颪ramT)を明らかにしているからである。

LPを通常のJataka･Tnltiテキストから区別するいくつかの特徴がある。

もちろん聖典Jatakaは，智恵の世俗的あり方について論じているnTti韻文に

きわめて類似する韻文を多く含んでいる。しかし,LPの文脈では,nrtiと言

う語は特別の意味を持ている。というのは，それは一般に非仏教的なものを起

源とするサンスクリット格言韻文のパーリ訳であるそれら韻文に限ってそれを

適用しているからである。

この点でLPは，関係が希薄であってもnTti韻文と語りの散文が微妙では

あるが互いに支えあっているPaiIcatantra44)また,Hitopadeda45)に似ている。

LPに見られる130以上の韻文のうち，わずか50ばかりは著者自身の翻訳であ

り，残りは上記のパーリ語lIi)のnrti集から来ている。我われの著者による韻文

のこれらのパーリ語訳は，作詩法における熟練を示している。というのは，そ

のうちの25が，たとえば誼rdulavikrrdita47),prthvl48),vasantatilaka49)のように

パーリ詩句に普通に使われていない若干の複雑なサンスクリット韻律を含んで

いる。多少興味のあることは,(JFilakamala50)の著者AryaStiraと同一の？）

Bhadantagdraという名の仏教徒に帰せられるvasantilaka(LP>No.326)の中

の韻文の一つがSubhasitavall5')という題の14世紀サンスクリット集成にみら

れるということである(Peterson:43)｡LPは明らかにVallabhadeva52)の詩選

集の韻文を利用した唯一のパーリ作品である。

上述したLPの中で使われた2つの中核となるジヤータカ以外に，このテ
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キストは，またジヤータカ本の中の他の15のジヤータカからおよそ40韻文を借

りている。それはさらに大きく修正された形ではあるが,Ulnka-jataka

(JatakaNo.270)53)とAmba-jalaka54)(JatakaNo.474)のすべての話を事実上引

用している。もちろん，そのような借用の原典資料について何も確認できない。

なぜなら,LPには，仏陀が自分の物語を自分の口で語ることが内意されてお

り，彼が相互に相反する自分の物語を参照することは通常予期されないからで

ある。我われの著者は疑経JatakaのPJ集から二つの物語を同様に参照する。

一つはBahalag3vTの物語でBahalaputta-jataka(PJNo.33)55)に対応する。も

う一つはPankajadevlの物語でSonanandarEIja-j3taka56)(PJNo39)に大変似

ている。これらの場合も同様に,PJの名前は記されていない。しかし，類似

した点があまりに顕著で，直接の借用が明らかに予想されるのである。LPと

PJ間のこれら近縁関係は,LPが,PJを形作る物語が創作された後，しかも

正式なPJ集成として編蟇される前に，害かれたことを示すように思われる。

LPがジャータカ本のタイトルを述べないのはむしろ異常ではあるが，比較

的重要でないパーリテキストMajjhimatthakatha57)のタイトルには言及してい

る。その人生が三帰依の唱和によって救われたというSonaHatthipala58)につ

いての話しの語り口で,LPの著者は彼の語り口がSonaの物語のほんの要約

に過ぎず，その詳細はMajjimatthakath訂に出てくると記しているのである。

これはLP全体で，名前の出てくる唯一のパーリテキストである。いずれに

せよSona(Hattipala)の物語は現存のテキスト版に跡付けることができない

だけでなく，またかの在家者はパーリ文学のどこにも知られていないのである。

[LPの〕著者による〔作品の〕属性が間違っていないと仮定するとして，そ

れを信頼することはかなりの飛蹄ではあるが,LPの著者は目の前に，もはや

現存しないMajjhimatthakathョの異なった伝承本を持っていたということは

あり得る。ひょっとしたらそれはBuddhaghosa(Norman:122)の時代から別

に知られていた古代のSrhala-atthakath559)そのものであったかもしれない。

このことに関連して，我われは，上座仏教の国で広く知られている"itipi

sobhagav3''(世尊はこうであられた）という典礼文(liturgy)についての著者



の興味深い用法について簡潔に言及しておこう。菩薩から夜叉に与えた教説を

著者が記述する箇所でこの典礼文を提示するが，一方で我われの著者は典礼文

それぞれのシラブルを使いながら沓冠詩(ac,ostic)60)を創作している。これら

7種類の韻文は確かにパーリ文学では独特であり，その詩人の詩的な才能を示

している。この典礼文の流布から見て，南・東南アジアの仏教徒もまたこれら

韻文に'|貧れ親しんでいることが窺われうる。しかしながら，驚くべきことに，

その沓冠詩はどこにも引用されることもなく，これらの地域のどの仏教教団に

も知られていない。このことは,LPが上座仏教教学のいずれのセンターにも

流布しなかったことを改めて示している。

話そのものの要素に目を向けると,Mahaumagga-jatakaはその中に次のよ

うな枠組みを用意している。すなわち，我われの著者は，シヴァ教

(Saivism)の信者とみられているバラモン教の宮廷司祭(prohita)と，とても

若いが仏教を支持している商人の息子DhanafIjaya菩薩6')との間に，緊張関係

を作り上げているのである。LPの主要な目的の1つは,14世紀に起こった62）

シャムとビルマのシヴァ教徒化した宮廷のバラモンたちのシヴァ教を押さえ

て63)，仏教が結果的に勝利したその間の闘争を示すことであるように見える。

問題にしている話では，うち負かされた宮廷司祭は，ついにシヴァ教を見捨て，

かわりに仏教への忠誠を宣言して，仏教の教えによる司祭(purohita)として

の職務を彼に教えることを菩薩に乞うのである。これらの職務は世俗的なもの

であるが，戒を保つ仏教の精神で実行される必要があったことから，菩薩は，

Kurudhamma-jataka64')の例に見るように，適切なnrti詩を語することによって，

彼を教化することができるのである。

菩薩の優れている知恵を証明するにあたって，我われの著者は，誰をも，ま

さに尊崇された比丘僧伽さえをも，気にかけることはなかった。

MalatarapaiIha(より一層不浄の問い）と呼ばれるLPの第2節で，王と教団の

間に起こった対立が語られている。森林での狩の遠征の間，王は,Nandiとい

う名の夜叉(yakka)の小さい林に到着した。〔その夜叉は]7日間中に，最も

心を悩ます事（より一層の不浄）に関わる彼の質問にうまく答えることが出来な
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い限り彼を殺すと脅す。王は首都へ帰ると，始めに王の大臣達に答えを尋ねたく

彼らが答えられなかったので，王は，、僧団の王(Sangharaja)、によって導か

れた比丘僧団に相談した。彼らがまた答えることができなかったので，王は彼

らをたしなめた。「尊敬すべき人たちよ！きっと，聖典の専門家ganthadhura

であるあなた達のような托鉢者は，これを理解できるはずだ！何故，あなたは

理解しないのか」と。返答を求めて七日後に戻ってくると約束して，王は（僧

団を）離れた。その（約束の）夜に，王はもったいぶって再び僧団に近づいて，

彼らを非難した。「師よ，もしこれらの質問にあなたがたが答えられないとし

たら，あなたがたのような頭の鈍い者達が私にとって何の得になろうか」とい

うと，ついに王がうんざりして去ってしまうまで，僧団全体は硬直して黙った

まま座っていた。この対立場面は，もちろん尋ねられた質問の答えの難しさを

示すためである。従って結局は答を与えることになる若い菩薩の名声を高める

ために紹介されている。たとえそうだとしても，パーリテキストにおいて，そ

こにもたらされる文学的，物語的な事柄とは関係なしに，僧団，特に

Sangharajaに対する明白な非難に出くわすことはめったにない。

上にあげた例のように，我われの著者は，場面の選択において，相当の大胆

さをしばしば示しており，それはまた彼の創造性を示している。これは，一夫

多妻制よりも一夫一妻制の優位性を彼が驚くほど弁護することにおいて，特に

顕著である。LPは，菩薩が，王から第二婦人として姫の提供を受けることを

拒否したパーリ文学における唯一の場面である。菩薩の拒否は，すでに彼の最

初の花嫁であるKalyan丁と幸せに結婚していたので断ったのある。その後，

Kalyan丁は，彼女が菩薩と結婚していた時の彼女自身の過去世物語を語る。そ

の〔過去世の〕間，彼女は仲間の妻たちの手にかかって大変苦しんだ。そして，

菩薩はその時，二人目の妻は決して二度と持たないことを誓ったとされる。こ

の姿勢はもちろん，東南アジア仏教徒の全ての国々，特にシャムやビルマにお

いてまさに共通している一夫多妻制の習|貫と衝突した。そのような環境におい

て，仏教徒の語り手が偉大な菩薩に相応しい美徳として，一夫一妻制を支持し

ようとしたことは，確かにユニークな刷新であった。その刷新は，彼自身の最
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後の生涯にわたって，ただ一人の妻ヤショーダラーだけを妻にし続けたという

ゴータマ自身の例によって触発されたというように思われる。

しかしながら，おそらくLPの最も重要な貢献は"KurudhammapaiIha''と題

される部分における王宮の責務についての長い論述である。先に言及したよう

に，聖典ジャータカ本の中の短いKurudhamma-jataka65)は，この部分に枠糸I

を与えている。そのジャータカにおいて"kurudhamma"という言葉は在家者

によって五戒を保つことに当てられている。そして，如何にして王宮の王，皇

太后，王妃，皇太子(uparaja),司祭(purohita),土地監視人(rajjuka),戦車

の御者(sarathi),財務官(setthi),収税官(dona),門衛(dovarka),遊女

(ganika)の十一の構成員が勤勉にそれらの戒を守っているか，しかし，なお

彼等はそれら〔五戒〕を守ることにおいて十分周到ではなかったと考えていた

ことが述べられている。これら王宮の者達の責務は著者によって大幅に発展さ

せられたのであり，そして彼の語ることはパーリ文学のどこにも確認すること

はできない。とりわけ顕著なのは貨幣制度(kahripana)についての長い説明を

含む財務官についての部分である。同じく重要なのは，土地監視人と収税官の

責務の取扱いである。その両者は，税法を適応する際には公平に，一方では一

般大衆の権利を，一方では王宮の要求を侵害することがないように，注意力を

よくはたらかすように警告される。最後に遊女の責務について言及しなくては

ならない。Kurudhamma-jatakaによれば，遊女は全ての客に対して絶対･的に

平静さを保持する事によってのみ，あさましい職業に従事している間でも五戒

を守ることができた。しかし，第4番目の戒，不品行な性行為(kamesu

micchacara,邪淫）を慎むという彼女の能力を擁護しようと試みるパーリテキス

トは他にない。LPの著者は大胆にも，この問題を取り上げ，彼女のところへ

常に出入りする男の妻達が，〔彼女にとっては〕当然である性行為の放縦さの

故に遊女を非難することを記している。我われの著者はこのことに対し，彼女

はとがめられることはないと回答する。彼女の役割は渡し守に誉えられる。彼

は船を所有し，穏やかに操作するが，それに乗客の問に起こるかもしれない如

何なる争いにも何ら責任がない。同様に，遊女のせいで，配偶者の間で生じる
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かもしれない如何なる内輪もめがあろうとも，遊女はそのことに対し非難すべ

きであると考えられることはない。それゆえ，他の在家者と同様に遊女は戒を

維持する事ができるのである。

PJとLPの両者は匿名の著者によるものである。このことは予期されるこ

とである。なぜなら，新しいジャータカを書こうと意図する者は，そのような

物語の疑経的性質をうっかり現すかもしれない作者や，その出所の全ての痕跡

を覆い隠さなければならなかっただろうからである。実際パガン，タトン，

ハリプンジャヤ，そして，スコータイのような地域の主要な都市の名前は欠け

ていることが目立ち，ビルマとシャムのパーリ年代記に現れる町でさえ失われ

ている。その物語はどちらもビルマもしくはタイの王達の名にも言及していな

いし，歴史上重要な事をほのめかしてもいない。例えば，それはいくつかの地

域を悩ました絶えまない戦争とか，ランカ66)からの高名な僧の到着

(Jinakalam51丁とSasanavamsaといったそのような年代記において報告されたよう

な）といったことなどである。Suvnnakumara-jataka(PJNo40)における，

今日スリランカとして知られるシーハラ・ディーパに関する物語67)は，島が仏

教徒でない王,Bhatosuraによって支配され，そしておそらくはRavanaとい

う悪魔の王とランカの伝説的繋がりを思い出させる時代に立ち戻る。しかしな

がら，この論及には歴史的価値はないようである。可能性として，チェンマイ

でおよそ1430年あたりに行われた，ある主要な出来事（それはおそらく，

La]ikavamsaと呼ばれるSThala学派の樹立である）を原因として，島は言及された

のかもしれない(LeMayl954:187)。たとえそうであっても,PJあるいは

LPにおいて，セイロンのサンガや有名なセイロンの仏像のいずれにも言及さ

れていない。双方のテキストは，ビルマの伝説的な名であるSuvannabhTimi68)

に言及し,LPは特におそらく，チェンマイの別名であるBingaratthaと同一

であるBhangarattha(またはAbhaligarattha)と呼ばれる王国に言及する。LP

は，もちろん信じがたいことであるが，その国の王Abhangarajaを

HamsavatiとDvaravatiという古代都市の創立者として言及する。このことは

もちろん不可能であるが，これら二つの古代都市草創の記‘|意がこの著者の心中
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にまだ新鮮であったことを示しているのである69)。

結語

シャム・パーリ年代誌:Jinakalama1丁(Buddhadatta:1962)の出版以来,13

世紀および14世紀に起こったスリランカの僧団と東南アジア諸国との交流につ

いて非常に多くのことがわかるようになった。SIhalabimbaと呼ばれるセイロ

ンから持ち込まれた不思議な仏像と，王室権威の正統性を裏付けるこの像を中

心とした祭式崇拝の復活の両者について，同書は，貴重な情報を提供してくれ

た。このように，ビルマならびにラオス・カンボジア・シャムの諸王国両者で

花開いたさまざまな仏教王朝の宗教的・政治的な事蹟についてかなりの新しい

情報が拾い集められた。これら相互の交流は，文学活動における大いなる復活

を，宮廷のみならず，同様に活力のよみがえった僧侶階層にも引き起こしたの

である。それは,BechertおよびBraunのPaliNTtiTextsofBurmaに見られ

る通りである。その物語集成は，これらの国々の僧侶が熱心にインドに起源を

持つサンスクリット格言文学を研究したのみならず，パーリ語に翻訳し，かつ

彼ら自身の作品に|司化吸収したことさえも示している。

PJおよびLPという東南アジア佛教の二つの主要な疑経説話物語の発見は，

博識の廷臣と僧院社会を越えたところまで，われわれを連れて行ってくれる。

これらのテキストの中に，我われは，本来的に世俗的でもあり宗教的でもある

がゆえに，佛教の研究者のみならず東南アジア文化一般の学者にとっても，価

値ある物語を見出すのである。実際，これらは固有土着文化の様々な特異な局

面を理解する上で，唯一現存する信頼できる情報源であると思い切って提言し

てもよい。〔ここにいう土着文化とは,〕固有な伝説や神話上の生きものたち，

厳重な一夫一妻制社会が作る緊張から生じた情熱的な愛の物語，兄弟相争う戦

争や危険な航海の冒険，慈悲や誠実さの仏教的な徳目を啓発するための宮廷の

教権制度と宗教的欲求，そして三宝(tiratana)へのゆるぎない信仰のことであ

る。よみがえった仏教徒達の布教への熱意は，一般人の中に入って改宗活動に

従事した僧達に個人的裁量の余地を多分に許容することを必要とした。この目

的から僧達には，彼らの大衆向け説教において，ジャータカ本，特に
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Vessantara-jatakaにある膨大な量の物語素材を十分に利用する自由が与えら

れた。佛教僧たちは反復して，このような聖典ジャータカを彼らの文学創作の

モデルとして用いた。それは，彼らの深い信仰を表現せんとして，彼らが無限

に仏像や仏塔を繰り返し作るのとまったく同じである。熱情と気力（行＝

samskara)を持って反復される行動力への仏教徒の信仰は，日々僧達が在家者

達に執り行う三帰依(tisarana)の唱和や五戒(paficasIla)の定式を繰り返す単

なる口調行為を超えるものであった。それはまた，あらゆる時代の在家仏教徒

にとって新しい仏像を造り新しい仏塔を建てることが，新たなる功徳を積む証

しであったという信証であった。新しいジャータカ物語，そしてその中でも，

特にVessantara-jatakaに直接に範を採った物語を創作する|祭に影響を与えて

いるように見えるのは，まさにこれと同じ考え方なのである。かの聖典物語は，

疑経ジャータカ集成を編成するための中核となっていたと思われる。しかし，

これらのジャータカを書き上げた僧達一もしそれらの作成者が在家であった

としたら実に奇妙ではあるが－そしてそれらを聴聞し上演さえしたその在家

者たちにとっては，それらの物語がにせものでないのは，新しく作られた仏像

や仏塔がにせものでないのと同じであった。ひとたびその中核が固定されれば，

仏教徒たちが彼らの地元で流布しているのを見たその他の物語は，成長する集

成の中に次第に同化されていったのである。これら外からの源泉資料は，例え

|jgPaficatantraやHitopadeSaから採られたバラモン教の寓話，あるいは上座

部に起源を発する仏教徒の物語であった可能性がある。また，東南アジア諸地

域から出ている素材であることがわかるかもしれない。例えば，それはある地

域，ある時代，あるいはある人物と結びつけて考えられるかもしれない。これ

らの新しい要素は，徐々にこの物語集成を豊かにし，人気のあるジヤータカの

数を増やしていったであろう。

明らかに正統な聖典集成の部外にあるにもかかわらず，これら疑経ジヤータ

カ集成の尊厳は，在家者の目の中で品格を落とすことはなかった。それゆえに

我われは，伝統に基づいた正教を維持しようとする東南アジア仏教の伝統そ

の仏教伝統が，このような明らかににせものの作品を流布させることを許しえ
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たことがどうして有り得たかを問うてもよいかもしれない。そこに含まれてい

る物語と聖典ジャータカとの構成上そして主題上の類似は，それ自体では，

人々がこのような特典を受ける十分な理由とはならないであろう。私の考えで

は，これらの物語は，それらが佛教教説(satthus5sana)の精神，即ち仏教徒自

身がテキストの真正を判断するために設定した究極の規準を破っていないこと

を理由として，主として例外とされたのである。これらの物語を調べても，聖

典ジャータカ本そのものにまで遡ることができなかったということは事実であ

る。またこれらは，疑わしいテキストが聖典として認められるために両すべき

最初の条件である経蔵や律蔵の中にも見出せないのである。それは長部

(DTghanikaya)･大般浬藥経(Mal'aparinibl]5naSuttanta)においてブッダ自らが，

四つの真正なる規準(mahapadesa)を論じたとき設定した規準である70)(Rhys

Davids&Carpenter,1975:123-4)。これらの物語が抽き出された多様な源泉資料

にもかかわらず，彼らの教えの精神が明白に佛教に留まっていたことから，そ

れらは聖典ジャータカを補足するものとして認められた。このようにして，僧

伽自体はそうでなくても，これらの疑経ジャータカは，在家者たちから大いに

尊ばれることとなった。実に，僧達は疑いなくそれらが偽物であることを知っ

ていたし，決して聖典ジャータカ本に統一しようと試みたことはなかったよう

に思われる。ただそうであったとしても，これらの物語のヒーローが菩薩であ

る限り，またブッダの教説に著しく反するものがそれらの内容を汚してしまう

ことがない限り，信心深い在家の人々を教化するその価値は揺るぐことはなか

ったのである。
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：田辺和子〉による研究成果の一部である｡）
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S.Jaini(T~he"""Jbz"､"α/Q/BzIC"ん趣S"""VollNumberll989,pp22-39)の

翻訳に若干の訳者注を付したものである。なお，この後，本論文は,Co"2c""RZp27-s

0〃B"‘た"srS""2s,ed.byPadmanabhSJaini,Delhi:MotilalBanarsidassPub-

lishers,2001,pp.375-398に採録されたが，該槁には若干のミスプリントや脱落が認

められるので，参照にとどめ，翻訳は前者により，（原注）は著者による修正部分が

あるので，後者によったことを明記しておきたい。

☆本稿の原著者PSJaini博士は,ProfessorofBuddhistStudiesattheUni-

versityofCalifomiaatBerkeleyであったが，最近，定年でリタイヤされた。本稿

く参考文献〉における諸著書諸論孜の他，“"助α7-77zLzc"α""h陶肋応”γa6h"り"〃

(Patna,1959)の校訂者としても有名である。

＊本訳は，筆者が2000～2001年度，及び2003年度の大谷大学大学院「地域文化研究

2」において，院生とともに当該論文を輪読・翻訳し，その成果をまとめたものであ

る。なお，末注は（原注）としてあるもの以外はすべて，受講生の協力により訳者が

注記したものである。当時受講していた院生諸氏，ことに清水洋平（現任期制助手）

及び村西弘行（現博士後期課程）両氏の協力に謝意を表するものである。

l)(原注)本論文は,1984年10月16日アメリカ合衆国ペンシルヴァニア州ブイラデ

ルフイアに於いて開催の第6回世界サンスクリット会議第17部会「仏教・ジヤイ

ナ教研究」に提出されたものである。

2）『ミリンダ王の問い」として知られるこの経典は紀元前2世紀頃，西北インド

を支配していたギリシア人の王Milinda(メナンドロス）と仏教論師ナーガセー

ナ長老とが仏教教理に関する問答を行い，ついに王が出家し阿羅漢になった終始

を討論形式でとりあげたものである。ギリシア的思惟と仏教的思惟の対比という

点でも興味深い経典である。スリランカでは三蔵中に含めないがミャンマーでは

含める。

3）「指導論』というような意味で，経典を解釈するに際して様々な観点から検討

し，経典の意|味を誤りなく後世に伝えると同時に，経典本来の目的が何であるか

を反省せしめる論耆である。西暦紀元前後の成立と考えられている。

4）「弁別の道』というような意味の論名で，小部成立後の2世紀後半以降に編集

されたと見られる。論母（要旨）と解説からなるアビダルマ論善の形式がとられ

仏教の重要な教説についての解説がなされている。

5）仏教聖典は経(Sutta)律(Vinaya)論(Abhidharnma)の三蔵よりなる。南



伝三蔵の経部には長部(Drgha-nik5ya)･中部(Majjhima-nikaya)･相応部

(Samyutta-nikaya)･増支部(A'iguttaranikaya)小部(Kuddaka-nikaya)の五

部がある。

6）5世紀頃，南インド出身のスリランカの有名な論師Buddhaghosaが随"z"城．

加aggcz(漢訳「解脱道論」と一部チベット訳でしか現存しない）の註釈という形

で南伝仏教の教説を大系的にまとめて解説した重要な論害。

7）『大王統史』と訳され，5世紀以降13世紀の始めまでのスリランカ仏教の歴

史を編年史的史詩にまとめた言。仏教成立以来4世紀頃までの王統史をまとめた

Drpavamsa(｢島史｣）に準じて編集されたものである。

8）チェンマイの僧Ratanapa而a長老が1528年にパーリ語で著した史書。パーリ語

史書の伝統に倣って，前半はインド・スリランカの仏教史で占められ，後半では

ハリプンチャイ，ラーンナー・タイへの仏教伝来史が語られている。重要な北部

タイ史資料とされる。

9)12世紀頃スリランカのAnuruddhaの著したパーリ仏教教理綱要害中の白眉。

10)5世紀頃Buddhaghosaの著したDhα加"z"""の註釈害で，その中には註釈だ

けでなく，関連する多くの物語を含む。

11)スリランカに伝わる古くからの物語の多くを集めたもの。

12)10人の未来仏たる菩薩の出現について，とくに弥勒菩薩について詳しく述べる，

大乗仏教の影響の大きい作品である。

13)(原注)LFeer,(1875:417)ビルマ校訂本テキストは本著者が編纂(Jaini:

1981-83)。英語訳がI.BHomerによって開始され，本著者により完成された

(JainiandLBHorner,:1985-86)。

14)スリランカで記されたMahavamsa,および後のGandhavamsa(AD:17世紀）

ならびにSRsanavamsaに，東南アジア（特にビルマ）でのテーラワーダ佛教の歴

史に関し重要な情報が含まれている。

15)ミンドン王（即位1853年)。ビルマ文字版パーリ三蔵および義疏の整備･編纂を

計った（マンダレー結集1871年)。これらを貝葉などに記すだけでは満足せず､大

理石版729枚に刻記し，マハーローカマーラゼイン(Mahalokamarajin)に安置し

た。

16)PrinceDamrongRajanubhab(1862～1943)。ラーマ5世の異母弟。兄を補佐し

行政の近代化に絶大な貢献を行った。また学者としても「タイ歴史学の父｣といわ

れ，タイ史研究を近代的学問の水準に高めた。その重要な業績の一つは､手写本の

まま死蔵されていたタイ語文献を収集し､自ら解題を執筆して出版したことである。

ダムロン親王の努力で刊行された文献資料はいずれもタイ史研究の基礎文献であ

り，現在もなお広く研究者の間で利用されている。

17)P"""""α虎a(PannyatChadok),chabap,Hosamuthaengchat(=National

LibraryeditionofthePa而asajataka,Thaitranslation,Partl-n,Bangkok,Sil-

pabannakamPress,BE2499[CE1956]訳者所見の当該書はその再版か？）

18)Gα"rﾙα"z〃〃Pc2"""""勉姥亜em",Phnom-Penh:InstituteBouddhique,
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1953．

19)Samuddhaghosaという王子とBandhumatTという妻の恋愛物語。

20)SuddhanaとManohar豆の恋愛物語。インドから日本にまで伝わる羽衣伝説に

関わる作品である。

21)「大事』とも訳され，大衆部系説出世部の律蔵から，仏陀の前生證と仏伝物語

を抄出したジャータカ・アヴァダーナが増広発展し独立したと考えられる。

22）根本説一切有部に属するサンスク}ノッ1､の害ll耐文学中，最も重要な作品で，全

38章よりなる。3世紀頃に編集されたと推定され，大乗仏教成立過程の研究上に

も興味ある経ﾘ|↓である。

23）「マノーラ物語｣。タイでは，ラコーン・ノーラ（ノーラ舞劇）として演ぜられ

る。ヒーロー、ヒロイン､道化の3種で､男性のみによって演じられ，スートという

冠､手につける爪や衣装が特徴的である。アユタヤ朝(1351～1767)にはすでに成

立していた。

24）（原注）詳ﾎlllは次を参照。Jaini(1966:553-8)

25）ジヤータカの註釈書であるが，一般にこれを『ジヤータカ』と呼んでいる。

26）（原注）一般的には，ジヤータカ物語に現れる偶の数はその長さを示している。

聖典のジヤータカは23の本に分類される。（その本の）ある物語にみられる偶の順

が増えていく法則がある。例えば5つの偶が（入った物語は）第5番目の本を構

成し，20の韻文が（入った物語は）第20番E|の本をかたちづくっている。

PafifIasajJatakaの編蟇者はそれらの（物語の）ならべる順番に従ったようにみ

えない。

27）（原注）何が正確にジヤータカを構成しているかどうかということや註釈が本

物として受け入れられるべきかどうかについての論争。LFeer:1975;MWin-

Iernitz(1933,VoL2:113-25),BBollee.(1970:Introduction)を参照。

28）この物語はアリンダマ王とその妻の物語である。帝釈天が年老いたバラモンの

装いで登場し，アリンダマ王は|却分の王匡|や二j附戦車を与え，またそのバラモン

に金を与えるために自分の妻をも隷属に売る。

一方，隷属の中の妻は死んだ息子に生命を与えるために，今や墓守となってい

るアリンダマ王に近づく。そしてアリンダマ王は息子を生き返らせるために真実

の行為をしたので，直ちに帝釈天が現れ，その息子を生き返らせる。そしてアリ

ンダマ王は未来に仏陀になると宣言する。

※Vipassi仏の時に菩薩であったアリンダマ王は，この物語のアリンダマ王と

全く同じではない。

29）四天王より，若し三帰依者または持戒者がいて，難船したときには助けるべし

という命を受けて，海を護るために置かれた一天女。インド南部より東南アジア

にかけてその信仰があった。

30）ウサギ前生物語：ウサギとして誕生した菩薩が，その身を焼いた肉で帝釈天が

変化したバラモンに供養しようとする物語。

31)金色の鹿前生物語：金色の鹿に生まれた菩薩が猟師の罠にかかり，妻の雌鹿が



猟師に自分の命を引替えにして鹿王を助けてくれと懇願する。鹿王を放してやっ

た猟師は，礼として宝石を与えられる。

32)Sirasakumara菩薩は母親の口から吐き出されて生まれてきたという。そのため

に王国から追放され，飢瞳の中で生きなければならなかった。菩薩はのちに大臣

の苦労により母ともども王国に戻るが，突如として彼は天に昇ってしまう。

33）仏教流入以前からビルマに存在していた土着の信仰対象。もとは実際に存在し

ていた人間だったものが，悲劇の死を迎えてナシ神になると言われる。

34）仏像の壊れた指を修理した菩薩が，ベナレスの王に生まれ変わる物語。ジヤー

タカ序文のNidanakathaには，コーサラ王が白檀で仏陀像を作ったと言う記述が

あり，これはほぼ法顕の記録と同様であるという。

35）（原注）中国の求法僧(pilgrims)については,SamuelBeal,xlliv,235-5参

照。また，それについて詳細は,Jaini,1979,183-188.にある。（訳者注）長沢和

俊訳注『法顕伝・宋雲行紀」東洋文庫･1979,p.68,水谷真誠訳『大唐西域記」

中国古典文学大系22（平凡社･1981年初版)ppl78-179.参照。

36）周期的な時間の長さをいう。輪廻の一時期をいうことあり。

37）計り知れない長い時間;10億年の年代区分の単位である。

38）摩訶僧祇部､大衆部､多僧部など言われる仏教部派の名前。部派仏教の中でも比

較的革新的な考えを持つ派。釈尊滅後､小乗二十部の分裂のうち，最初の二大部の

一つ。上座部に対する．滅後百年､大天(Mahadeva)という比丘が提唱した五ケ

条の教義に賛同した改革派の集まりであり，これはより自由派であった。

39）（原注）「増一阿含経」第38巻,I;]25大正2,757b-758c参照。

40)Pali経典のAnguttaraNikayaに当たる漢訳の経典であるが､全く同じではなく、

部分的に異なっている。

41)Mahaummagga-jataka仏陀が比類なき最高の賢者マホーサダであった時の前生

證。ミテイラー国ヴェーデーハ王の時世，マホーサダは偉大なる賢者として，

7歳にして広く名を知られていた。王は，自分の元に賢者を召し抱えようと，19

の問答をもって賢者を試す。見事，全ての問で王を満足させた賢者は王に仕える

ようになる。ある時，王は敵王であるチューラニー王の城に招かれる。チューラ

ニー王はヴェーデーハ王を歓待するが，それは彼を討ち取る為の罠であり，城の

外ではヴェーデーハ王の首を取ろうと兵達が取り囲んでいた。そこで賢者は知恵

をもって，王をトンネル(ummagga)より城外へと脱出させる。そしてヴェー

デーハ王亡き後，賢者は請われてチューラニー王に仕えるようになった。

42)Kurudhamma.j3taka菩薩がクル国王ダナンジャヤであった時の前生謹。旱魅に

悩むカーリンガ国王から，菩薩が実践するクルの国法である五戒を金板に刻むよ

う頼まれる。しかし自分が完全に戒を持しているかどうかを悩む菩薩は，戒を刻

みはするものの，己よりよく戒を実践しているであろう母后の所へカーリンガの

使者をIhlかわせる。同様にしてクル国の11人の人々を巡り歩いた使者達は，それ

ぞれの人が戒を刻んだ11枚の金板を自国に持ち帰った。そしてカーリンガ国王が

その五戒を実践すると，国中に雨が降り，匡|は安泰で豊饒となった。Jaini原文で
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はNo.267となっているが,276のミスプリントと思われる。

43）上記梗概でも分かる通り，ダナンジヤヤ菩薩が主人公であるのは,Kuru-

dhamma-jatakaの方である。他のジャータカにもダナンジャヤという人物は登場

するが，ここでの趣旨には相応しない。おそらく賢者マホーサダを指しているの

だろう。

44）寓話説話，格言の形で政治の術，一般の処世術を考えようとする書物。もと

もと王子の教育としてのもので，後に青年一般に対する教育書となった。

45）利益の教授というような意味をもつ大衆文学作品で,PafIcatantraのあらゆる

新しい改作本のなかで一番重要なもので，9世紀以後から14世紀以前の間につく

られたとされる。

46）原文では"Pati"となっているが,P51iと修正して読む。

47）サンスクリット文学における詩の韻律で,19音節x4パーダよりなる。

48）サンスクリット文学における詩の韻律で,17音節x4パーダよりなる。

49）サンスクリット文学における詩の韻律で,14音節x4パーダよりなる。

50）2世紀頃，古来よりのジヤータカのいくつかを選び，その伝承を忠実に，大綱

を変えたり，本質を変えたりすることなく，サンスクリットの文学作品として仕

上げたもの。35のジヤータカよりなる。

51)Vallabhadevaの作品で,16世紀にシヤールンガダラパッテイ（シヤールンガダ

ラの詩への案内1363年）を利用しつつ編集されたとされる。

52)16世紀頃のインドの詩人で,Subhasit5valrというきわめて浩燃な詩集を編集し

た。これらの詩句は編者自身のものか，他の引用かははっきりしない。

53）この物語の内容は次のようなものである。師から季節外れに果実を得るという

呪文をデーバダッタは得たが，師との約束を破り呪文は消え失せ，再び呪文を得

ようと請うが得られなかった。後に，男は林に分け入り，のたれ死んだ。

54）むかしフクロウが鳥類の王に選ばれようとしたとき，カラスが反対したため，

両者は争うようになったという物語。

55）このジヤータカは，菩薩がBahalaputtaとして生まれ，忍辱波羅蜜を修したと

される物語である。

56）このジヤータカは，過去世の如来に対して，意地悪の婦人によってなされた不

正な証告を説明することを目的とした長い恋愛物語である。

57）南伝のパーリ大蔵経中のMajjhima-nikaya(中部経典）の註釈であり，

PapaiIcasndan丁とも称される。

58）ベナレスにおけるEsukari王の子で佛の前生である菩薩。佛はこの生において

大国を捨て出離波羅蜜を修める。

59）紀元前3世紀頃，マヒンダ長老がセイロン島にパーリ語で伝えたとされる聖典

の中の註釈文献が古代シンハラ語に翻訳されたとされる。その聖典をSThala‐

atthakath豆と呼ぶが，現存していない。

60）一種の文字謎で，各行頭の文字をつづると特定の言葉となるような詩。

61)ジヤイニはDhanaiIjayaと書いてあるが，実際はMahosadaの間違いであろう



（本注43参照)。

62）（原注）これらシヴア派のバラモンたちが，秘密の何かを残していたのである。

LP(第70ia)におけるほんの1行が，南インドのドラビダ人に関係しているこ

とは明白であるDamilaたちに言及している。このことは，シャムの宮廷バラモ

ン司祭が，かれらの礼拝式のいくつかにおいて，タミール語を使ったという我わ

れの知見と一致する(QuaritChWales,(1931,:ChV参照)。

63）（原注）このことは，チェンマイ創建(1296年頃）の後にできたとされるJina-

kalam池に記述された時代であり，そして，おそらく14世紀の末頃の時代におけ

るSIhalasaligahaの序文の頃かすぐ後である。Jayawickrama(1969:XXIV)参照。

64）正統的ジヤータカ中第276話。仏が祇園精舎におられたとき，鴦烏を殺した一人

の比丘について話された物語。このジャータカの中には，バラモンたちの質問に

対して，菩薩は偶をもって答えたところがある。

65)JatakaNo.276ブッダが祇憧|精舎におられたとき，鶯烏を殺した一人の比丘に

ついて語られた本生物語。

66)Lanka:かつてインドの人がスリランカのことを呼んだ地名。

67）原著では,stary,論文集では,strayとなっているが,storyと修正して読む。

68）古代インドの仏教社会で，海洋遠くにあるとされる伝説上の黄金の島で，ジ

ャータカによく現れる地名である。近年，これが現在のミャンマーのタトンあた

りと推測されている。

69）著者は､この王が,これら両都市の創設者であることが信じがたく、不可能である

としているが,両者はともにインド古代都市の名前でありながら，ともに東南アジ

アの都市の名前でもあったという説があるので,あながちそうとは言い切れないで

あろう。すなわち,Hams3vatiはビルマのペグー市の古代名とされ，また，

Dv3ravati(Taw3rawadTの古国名で，正式にはDv5ravatr)は西暦6～10世紀頃，

バンコクの西方約55キロのナコームパトム〈第一都〉（タイで最初に建てられた巨

大な仏塔がある）を都とした仏教国で,支配者はインド系とされる。この名前は，

後，アユタヤ及びバンコクの正式名の一部に"krungtheptawarawatT/krungthep-

tawarawatr''として残っている（『タイ日辞典」より)。

70）「大パリニッバーナ経」第4章(15)ボーガ市における四大教示：四つの場合，

即ち一人の修行僧から，またはある修行僧の集いで，あるいは長老･修行僧の集団

から，または一人の長老からある教えが釈尊の教えであると聞かされたとき，そ

れが釈尊の真趣意に合するかどうかを決定する規準を述べている。そして如何な

る場合も経典に引き合わせ，戒律に参照吟味して合致しているかを決定せよと教

えている（中村元訳『ブッダ最後の旅』岩波文庫,p.102以下参照)。
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